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2003年 冷害におけるササニシキとひとめばれの

穂上における穎花の位置別の不稔発生状況

島津裕雄・佐藤泰久・・佐々木次郎・佐々木美和・結城裕美
(宮 城県古川農業試験場・ =宮城県迫地域農業改良普及センター)

Occurrence of Sterility aDlong spikelets on a panicle of
・Sasanishiki″  and ・Hi tollebore・   in Cool Weather Dallage in 2003

Hirotake SHIMAZU . Yasuhisa SA10 ' , Jiro SASAKl , MiWa SASAKI and Hironli YuKI

(Mivagi Prefectural Furukawa Agricultural Experinent Station,

' Mivagi Prefectural Hasama Regional Agricultural Extension Service Center)

1 はじめに

2003年は,宮城県で作付けされた水稲の大半が徳ばら

み期に入った 7月 中旬から気温が平年より低くなり,障
害不稔が発生,多発 した。

「ササニシキJ「ひとめばれ」の宮城県主要2品種につ

いて,8月 上旬か ら中旬にかけて出穂 日毎の穂上におけ

る穎花位置別の不稔発生状況について報告する。

2 試験方法

気象経過については,古川農業試験場内に設置されて

いる地域気象観測所 (ア メダス)の観測値を利用した。

古川農業試験場内,水稲作況試験の5月 1日 植と5月 9日

植の 「ササニシキJと 「ひとめばれ」を用い,1区 当た

り連続 10株の調査区を設けた。稚苗, 1株 5本手植え ,

栽植密度222株 /ゴ とし,施肥及び他の耕種概要は本県

の慣行栽培に準じた。

この調査株の中の分けつごとに止葉の葉鞘か ら籾の一

部が抽出した日を出穂日とした。出穂の始まった8月 6日

以降,毎 日ほぼ同時刻に, 日付けを記入したラベルをそ

の日出穂した穂に付けるという方法で,1日 当たり最大

で 20本の穂についてマーキングを行つた。そして成熟

期にこれらの穂を採取し,冷凍保存した。

これ らのサンプルから,出穂 日毎に5本を抽出し,ラ
イ トボックスを使って, ‐穂全籾について透過光で穎花

の位置や不稔の有無を調査した。これを西山0(1982)

の「穂上における穎花の位置の命名法」に準じて記録・

集計した。なお,穎花の位置については5本中4本 に存在

すればその位置を「有りJと し,ま た,サ ンプルが5本

取れない日は省いた。

出穂 日別不稔歩合を図2に 示した。

出穂は5月 1日 植で8月 8日 から,5月 9日 植で8月 10日 ～

H日 から始まっているが,各区とも出穂 日が早いほど不

稔歩合が高く,不稔歩合が10%以下になったのはササニ

シキでは8月 17日 ,ひ とめばれでは8月 15日 以降であつた。

(31品種別,穂上位置別の不稔歩合

耐冷性の異なるササニシキとひとめばれでは, 可じ出

穂 日の場合,ササニシキの方が常にひとめばれの不稔歩

合を上回った。
一次枝梗と二次枝梗とに分けた場合では,一次枝梗の

不稔歩合が二次枝梗のそれよ り高い傾向が認められた

が,穂全体の不稔歩合が 10%を 下同るとこの傾向は明瞭

で無くなった。穂上位置別で見ると上位の枝梗,すなわ

ち穂の先端寄 りの部分の不稔歩合が高い傾向がみ られ

た。

西山
"(197,は

品種の耐冷性に関わらず, ‐次枝梗上

の穎花は二次枝梗上の穎花より冷温感受性が高く,ま た ,

上位の枝梗は下位の技梗より冷温感受性が高いと指摘し

ているが,本試験における不稔歩合もこの傾向を示した。
14)不稔歩合と冷却量の関係

障害不稔の発生に関与する気象要因として,内島。
(1

970の 冷却量を使用し,該当日とその前後 1日 の3日 間積

算値として算出し,図 2に示 した。

冷却量は,幼穂形成期に入ってか ら徐々に増加 し,7
月24日 に最大となって以降急に減少し,減数分裂期の頃

には気温の回復によ りほぼゼロとなった。この7月 24日

～減数分裂期の冷211量の減少傾向が,出穂 日別の不稔歩

合の減少の推移とほぼ同じパターンとなっていることか

ら,不稔の発生は主として,7月 24日 から減数分裂期ま

での低温によってもたらされたものと考えられる。

4 ま と め

3 試験結果及び考察                  以上のことから,2003年冷害においては,耐冷性の違
いから,ササニシキがひとめばれの不稔歩合を常に上回

(1)生 育経過の特徴                  つた。穂上における不稔歩合は穂全体で20%台 を上回る

本稿では,幼穂形成始期を幼穂長がlmmに 達した日,  場合,ササニシキ,ひとめばれとも一次枝梗>二次枝梗

減数分裂期を止葉とその下葉の葉耳間長が±Ommと なっ  となり,穂上位置では穂の上端に近い部分ほど不稔歩合

た日とした。                    が高い傾向がみられた。

古川における気象経過と生育ステージを図1に示した。

幼穂形成始期～減数分裂期の期間は,各区とも低温少  引用文献

照に遭遇。すでに幼穂形成始期が平年より3,4日 遅れて

いたが,減数分裂期は8～ 10日 の遅れに拡大した。     1)内 島立郎 1976 冷温条件と水稲の不稔発生との関

減数分裂期～出穂期の間は少照であったものの気温が  係についての一考察 農業気象 31に):199202
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図 1 生育ステージと気象経過 (2003年 ,古川アメダス)
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表 1

θi,は ,毎正時の気温  θi,〉 20℃のときは,冷却量=0

出穂 日別・枝梗別の不稔歩合
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7～8月 一日

図 2 出穂 日別不稔歩合と

冷却量の関係
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